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五体他の身体部位から

連想される英語動詞群分析

伊藤幸

はじめに

五体とは，日本語で，頭と両手と両足のことで，胴体から，上に頭部，横に

上肢，下に下肢が，大枝の如く出ている様を形容，それ故，ときに，身体全体

をも意味する。本稿は，それぞれの部位の動きや機能を中心に分析を進める

が，実は，既に，粗方，済んでしまっている。

まず「ＬＯＯＫとＳＥＥを焦点とした語蕊場の意味と分析」では，視覚とし

ての目の機能「見る」を考察，心の内を「見せる」ことも指摘した。そして

｢五感他の精神生理的機能を連想させる英語動詞群の意味分析」では，その他

の五感も考慮，感受した刺激が反射的に身体内変化をもたらし，表情として，

特に顔，それも目に出ることを示した。

前肉体行動とも呼べる表情は，例えば「目は口ほどに物を言う」けれど，そ

の口を介しての（前)言語行動が恐らく伴なう。そこで，両者の関係も含めて

｢ＳＰＥＡＫとＴＡＬＫを代表とする意味場の分析」が別途になされ(1)，更に，

反射的だけでなく，直接的，間接的な「発声・発言・発話に代表される言語行

動にかかわる一連の英語動詞群分析」もなされた。

その口は，また，咀暇にも関与，その可動`性と破壊力故に「口・手・足から

連想される英語動詞群の意味分析」での，人間の基本的所作・動作等の考察で

も取り上げられた。一方，足の機能は「動くことを連想させる英語動詞群の意

味分析」で，手は「動かすこと及び物理的変化を連想させる英語動詞群の意味

分析」で，更に検討された。そして，この目と口と手足の動きは「好意的及び

非好意的だけでない精神的・行動的反応や態度を連想させる英語動詞群分析」

での，人の触合いにおいて具現されるのを見る。

そこでは，単純な好き嫌いが，複雑な言語・肉体行動へ直結するのかどう
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か，つまり，いつの間にか勝ち負けが絡み，生存競争までもが絡むと，人間性

に基づく行動が主題となり「好意的及び非好意的関係・反応を連想させる英語

動詞群の意味分析」を踏まえ，それとは背腹の関係にある「精神的変化を連想

させる英語他動詞群の意味分析」に戻らざるを得ない。

後者の分散・拡大版「精神的変化だけでなく物理的・行動的変化を連想させ

る一連の英語他動詞群分析」は他方「ＫＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに集束する意味場

の櫛造分析」「ＤＯに誘引される英語動詞群の意味分析」と，この順で，言わ

ば，挺子の原理にも似た，人間行動の力点・支点・作用点に与かり，今迄記し

た全ての分析を席捲することになる。

以上，該当する分析を，相互関係を示すことで整理してみたが，視点も新た

に総括するだけでも意義はある。が，本稿は，重複する語彙は極力，控えて，

追記による補充・補強だけでなく，僅かであれ，新たな展開を得たい。

頭部

衣服から，大凡，いつでも露出している。首に支えられているのが頭で，そ

の中空は脳が満たし，上部と後部は，それを守るべく頭髪が覆い，前面は顔

で，目や鼻や口を持つ。そして，側面には耳がある(2)。

《頭・髪・首》頭の内側の内的世界が，知識を，言語と共に獲得するのは

ＡＣＱＵＩＲＥ，内在化させるのはINTERNALIZE，同化するのはＡＳＳＩＭＬ

ＬＡＴＥである。技術に関するならば，思いのままにするＭＡＳＴＥＲが適用さ

れ，その際，潜在能力を引き出すのはＥＤＵＣＥである。

この学習過程は，整理・整頓そのものである。新たな物は，関連ある既知の

物をＲＥＭＩＮＤ思い起こさせ，ＪＵＸＴＡＰＯＳＥ並べることで比較・対照し，

評価し，ＬＯＣＡＴＥ位置を定め，ＰＥＲＭＵＴＥ並べ換えるのであるが，例え

ば，間隔を置いて並べるのならＳＰＡＣＥ，重ならない様に互い違いにならぱ

ＳＴＡＧＧＥＲである。

整列させるのはＭＡＲＳＨＡＬ，横にならＲＡＮＫ，縦にならＦＩＬＥで，それ

も大きい順ならＳＩＺＥ，アルファベット順ならＡＬＰＨＡＢＥＴＩＺＥである。そ

こでは，表にするＴＡＢＬＥ，ＴＡＢＵＬＡＴＥ，ＬＩＳＴが，ときに有効であろ

う。更に，部屋を仕切る様に区分するのはPARTITION，細かくはＳＥＣ

ＴＩＯＮで，ＳＥＧＭＥＮＴは卵割を連想させる。益々，知識が増えると共に，
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複雑になり，体系化するのはＳＹＳＴＥＭＡＴＩＺＥ，組織立てるのはＳＴＲＵＣ

ＴＵＲＥである。

一方，よ')複雑な思考となると，分かI)易くすべ〈，１１i純化するＳＩＭＰＬＩ、

ＦＹを求め，一括して扱うＢＲＡＣＫＥＴ，一般化するＧＥＮＥＲＡＬＩＺＥ，類型

化するＳＴＥＲＥＯＴＹＰＥがなされる。そして，理論化するＴＨＥＯＲＩＺＥは，

仮説を立てるＨＹＰＯＴＨＥＳＩＺＥを含み，公式化するＦＯＲＭＵＬＡＴＥにつな

がって行く。対極的に，実例で示すのはＥＸＥＭＰＬＩＦＹで，特記するＩＮ

ＤＩＶＩＤＵＡＬＩＺＥ，列挙するＰＡＲＴＩＣＵＬＡＲＩＺＥ，詳述するＳＰＥＣＩＦＹを

伴なうか。

また更に，理性は，因果関係も求めたがる。原因などを何かに帰するのは

ＡＳＣＲＩＢＥ，それも，むしろ属性と見るのはＡＴＴＲＩＢＵＴＥで，割り当てる

ASSIGNも適用され得る。更に，誰かに名誉を与え，お蔭であるとするのは

(ＡＣ)ＣＲＥＤＩＴ，逆に，汚名を着せるのはＩＭＰＵＴＥであろうか。ついでな

がら，恩があるのはＯＷＥである。

頭脳は，更に能力を発揮，夢を見るが如く，ＶＩＳＵＡＬＩＺＥ映像化もする。

想像するのはＩＭＡＧＥ，ＩＭＡＧＩＮＥ，更にＥＮＶＩＳＡＧＥも挙げておこう。絵

と像その物を連想させるＰＩＣＴＵＲＥ，ＦＩＧＵＲＥも加えられ得る。視覚にか

かわるＳＥＥも，想像で，目にすることになる。

以上の様に，理解したI)説明するＩＮＴＥＲＰＲＥＴが内的世界の性で、，傾

向があるＴＥＮＤ，ＩＮＣＬＩＮＥが適用され得る。もうひとつ，それも重要な性

は，言語自身も準備している，準えるＬＩＫＥＮではないだろうか。それも，

擬人化するＰＥＲＳＯＮＩＦＹで，ときに〆個人に置き換えるＰＥＲＳＯＮＡＬＩＺＥ

も同意となる。

その上で，個人的に，能力を享受して，空想的に考えるのはＲＯＭＡＮＴＩ‐

ＣＩＺＥで，感傷的にならＳＥＮＴＩＭＥＮＴＡＬＩＺＥ，哲学的にはＰＨＩＬＯＳＯ

ＰＨＩＺＥ，精神的にはＳＰＩＲＩＴＵＡＬＩＺＥ，神話的にはＭＹＴＨＯＬＯＧＩＺＥ，

ＭＹＴＨＩＣＩＺＥである。そして個別に，理想化して見るのはＩＤＥＡＬＩＺＥ，偶

像化してはＩＤＯＬＩＺＥ，象徴化してはＳＹＭＢＯＬＩＺＥである。

この様にして，具体的な考えは，生き物の如く，浮かび上がりＦＬＯＡＴが，

回りを巡ってＲＥＶＯＬＶＥが，そして定まらずＲＯＶＥ，ＷＡＮＤＥＲが適用さ

れる程に，ＨＯＬＤが適用されれば，その考えを保持し，ＴＡＫＥなら，掴むこ

とになる。そこでＣＡＴＣＩＬＧＥＴ，ＧＲＡＳＰならば，その意は，推して知る
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くしであろう。

更に，内的世界は感情，つまり快・不快，喜怒哀楽，好き嫌いなどにもかか

ずらうが，ここでは，喜怒哀楽に一言触れれば良いだろう。該当する動詞群は

数が少ない上に，疎らで，良く検討してみると，むしろ理性的であったり，肉

体的，それも生理的，感覚的，表情的であったり，更に，行動的，それも言語

行動的であったり，そして，好き嫌いに近いものもある。「精神的変化を生じ

させる」意のｲul風Ⅱ)詞群も，良く検討してみると，｜司様な事が言えた様に，やは

り，その裏にあり，陰に隠れ，影なのであろうか(Ⅷ。

しかし，それを補い，この感情が，如何に全身的であり，視覚に訴えるか，

を示すが如く，加熱・冷却，調味を含めた加熱料理，燃焼，液体・気体の活

性・活動，更に，震動にかかわる一連の相互に交錯する語彙が，比１１iii的に適用

されることを追記せざるを得ない。

内的世界の存在は，この様にして推察されるが，その中枢となる場所は，頭

髪に覆われるか。髪が髭と同様に，草木の如く生えて伸びるのはＳＰＲＯＵＴ，

伸びてモジャモジャになるのはＢＵＳＨである。もつれるのはＴＡＮＧＬＥ，

ＭＡＴ，振れるのはＫＩＮＫ，ほつれ，もつれるのはRAVEL，絡み合うのは

ＩＮＴＥＲＴＷＩＮＥであろうか。

手入れの有無にかかわらず侭)，ウェーブしているのはＷＡＶＥ，カールする

のはＣＵＲＬ，縮れるのはＦＲＩＺＺＬＥで，ＣＲＩＳＰもここに加えられ得るか。

更に伸びて，垂れるＦＡＬＬ，ＦＬＯＷに，戦ぎ，なびくＦＬＹ，ＳＴＲＥＡＭ

が適用されることもあるか。ときに，怒髪天を突くのはＢＲＩＳＴＬＥで，極限

においては先祖帰りでもするというのか。

長い髪なら隠れてしまう首も，頭を支え，その動きを左右する。頭をｽﾞ橡に

傾けるのはＴＩＬＴ，下げるのはＩＮＣＬＩＮＥ，垂らし，垂れるのはＨＡＮＧであ

る。更に，目を伏せる意を持つＤＲＯＯＰに，目や頬が窪む意を持ち，肩も対

象とするＳＩＮＫも適用され，共に，僻〈意となる。逆に，耳をピンと立てる

ＰＥＲＫが適用されれば元気を回復することになる。頭だけでなく，ときに，

耳や鼻や目までもグイと上向きにするＣＯＣＫ，頭をツンと反らすＴＯＳＳ，そ

れも女性なら，ときに，顎を引くＢＲＩＤＬＥの意図は分かるだろうか。頭を突

き出すのはＳＴＩＣＫ，ＯＢＴＲＵＤＥで，それも，頭突きをすることになれば

ＢＵＴＴ，ＢＵＮＴである。

首は実際には伸びはしないが，しっかり見ようと，鶴の様に伸ばすのは
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ＣＲＡＮＥ，更に，物見高く首を動かすのはＲＵＢＢＥＲＮＥＣＫである。遅れば

せながら，頭ＨＥＡＤは，先頭に立って頭を向けて進む意であり，それを対象

にＭＡＫＥが適用されると，困難でも前進する意となる。

《顔・目》一方，毛髪の生えていない前面の顔ＦＡＣＥも，同様に，顔を|句

ける，面する，あるいは立ち向かう意である。そこでＡＢＯＵＴＦＡＣＥは，回

れ右をすることになる。そして，それを対象にＬＯＳＥが適用されると面子を

なくし，ＳＡＶＥなら，その体面を保つこととなる。

その目鼻立ちＦＥＡＴＵＲＥは，特徴づけたり，呼び物にする意を持ち，中

でも目は特筆に値する。その目による視線行動はＬＯＯＫ系とＳＥＥ系に分類

され!`１，前者は，目あるいは視線を向けることが核で，その視線は生き物の様

な動きをすることに気づく。

目あるいは視線を向けるのはＤＩＲＥＣＴであり，投げ掛けるのはＴＨＲＯＷ，

ＦＬＩＮＧ，チラシ，サッとはＣＡＳＴ，ＤＡＲＴ，ＦＬＡＳＨで，走らすことにな

るのはＲＵＮ，ＳＷＥＥＰであろうか。ザッとはＰＡＳＳで，活字の走り読みな

らＳＣＡＭＰＥＲ，ＳＫＩＭであろう。動きのある物を追うのはＦＯＬＬＯＷ，逸

らすのはＡＶＥＲＴで，下に向けるＤＲＯＰも同意となる。一方，ＦＡＬＬは，

ＳＥＴ，ＦＩＸそれにＧＬＵＥ，ＦＡＳＴＥＮ更にＲＥＳＴと共に，ジッと見るこ

とになる。キョロキョロするのはＲＯＶＥ，ＷＡＮＤＥＲである。そんな活動的

な生き物を，逆に，捕えるのはＣＡＴＣＨＧＲＩＰで，風景などが出迎えるの

はＧＲＥＥＴである。

そんな目だからこそ，潤い力泌要となるが，ときに，目が輝くのはＴＷＩＮ

ＫＬＥ，ＳＰＡＲＫＬＥで，何らかの内面の変化を表わすか７１゜多くの場合，顔

全体も明るく輝きＬＩＧＨＴ(ＥＮ)が，更に，光を発するＢＥＡＭが適用され，

微笑むことを意味するか。顔が横に広がるＢＲＯＡＤＥＮも適用され，口元に

は鴇を作るＤＩＭＰＬＥ力覗われる状況となる。

そして，潤いすぎてか，涙が，急に浮かぶのはＳＴＡＲＴで，溢れて零すの

はＤＲＯＰ，流すのはＳＨＥＤ，頬を伝う伝い方ではＲＯＬＬも適用される。そ

れを拭うのはＭＯＰ，ＤＲＹ，嬉し泣きもあるが，ときに，顔全体に，暗くな

るＤＡＲＫＥＮが適用され，塞ぎ込むＭＯＰＥが，更に，眉を対象に，蝿める

ＫＮＩＴ，ＧＡＴＨＥＲ，購いてならＲＡＩＳＥが適用される状況となる。目蓋がピ

クピクするＦＬＵＴＴＥＲは，ときに，口元や頬にも現われる。

《鼻・口》涙は自由に出せなくても，鼻を殴るＳＮＵＦＦＬＥは，畷り泣く
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意も持ち，更にＳＮＩＶＥＬは空泣きする意まで持つ程に，鼻孔を広げるＤＬ

ＬＡＴＥも，ときに伴なって，嘘泣きや，泣き真似は出来る。

口ＭＯＵＴＨは麺め面をする意を持つ程に，月の周辺だけでなく口元にも歪

みは現われる。唇を対象に，捲り歪めるのはＣＵＲＬ，ＴＷＩＳＴである。そし

て，押さえていた声が漏れるのはＥＳＣＡＰＥ，それも，弱々しい声で泣くのは

ＰＵＬＥ，思い切りワーワー泣き喚くのはＢＯＯＨＯＯ，更に，目も顔も腫らす

ことになる，オイオイ泣くＢＬＵＢＢＥＲも敢えて挙げておこう。

一方，笑みの方も，目は，笑えなくても，口元で，歯を見せるだけで，笑っ

ている様に見える程に，ニヤニヤと作り笑いするのはＳＩＭＰＥＲ，ニヤニヤ気

取ってはＳＭＩＲＫである。更に，声も加わって，ケラケラと高笑いするのは

ＣＨＯＲＴＬＥ，ゲラゲラ馬鹿笑いならＧＵＦＦＡＷである。遅ればせながら，

こちらも軽く，あるいは押さえて，鼻だけで笑うことも出来る。

本来，本能的であろう泣き笑いが'8)，ここまで来ると言語同様に学習したの

では，と思わせる。然為れば，続けて，喋ることにも言及せざるを得ない(9)。

ＭＯＵＴＨは，声を出さず口だけで喋ることも含め，言葉を発する意も持つ。

鼻を連想させるＢＲＥＡＴＨＥは，職〈意で，顎ＪＡＷは，クドクドと喋る意で，

頬ＣＨＥＥＫは，生意気を言う意である。

中でも特徴的なのは，口元が舷も良く動くペチャクチャ喋ることであろう。

内容的には下らない話で，ＰＲＡＴＥ，ＰＡＬＡＶＥＲ，ＢＬＡＴＨＥＲをここでは

挙げよう。唯，下らない話であることを強調するならＴＷＡＤＤＬＥである。

ペラペラ早口で喋ると唾を飛ばすことになりＳＰＵＴＴＥＲ，ＳＰＬＵＴＴＥＲが

挙げられる。唯，ペラベラならＰＡＴＴＥＲ，トウトウとはＳＰＯＵＴ，グチャ

グチャはＮＡＴＴＥＲである。

もうひとつ特徴的なのは，むしろ喉を連想させる，大声で怒鳴ることであろ

う。ここでは，まずはＨＯＬＬＥＲ，ＶＯＣＩＦＥＲＡＴＥに加え，自然現象を連想

させるＴＨＵＮＤＥＲ，ＳＴＯＲＭ，ＢＬＵＳＴＥＲ，更に，吠えるＢＡＲＫ，ＢＡＹ

も挙げられ得る。怒鴫I)散らすのはＲＡＮＴａｎｄＲＡＶＥ，喧嘩して，がなり

立てるのはＢＲＡＷＬである。

周知の通り，口は，更に，飲食に，賞味に与かる:'０１。ＭＯＵＴＨは，唇で擦

り，口に街え，口に入れる意も更に持つが，ここでは舌と歯に一言触れるだけ

になる。舌を対象にＷＡＧは，慣用的には良く喋る意だが，その他も文字通

り以外の意を持つ。舌を突き出すのはＳＴＩＣＫ，巻き上げるのはＣURL，唇
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を嘗めるのはＬＩＣＫ，上顎で鼓を打つのはＴＵＴであるが，それぞれの意味

が分かるか。そして，音を立てて飲食するのはＳＬＵＲＰである。歯で咬ｔＦ

ＢＩＴＥは唇も対象となる。また，丈夫な歯でガリガリと歯咬みするだけでな

く，バリバリ食べるＣＨＡＭＰもここでは挙げておこう。

胴体

衣服に，いつも隠されていて，木なら幹，英語ではｂｏｄｙだが，それは，と

きに全身をも意味する(''１．表側は胸と腹，内０１Ｉは五臓六111Wが占めるが，とき

に，お互いを意味しあう。裏側は肩と背と腰からなる。

《喉》何処からが胴体か，それも身体内では，の問題は別にして，ここで

は，口と鼻の合流点である喉と，出来るだけ，その奥を伺わせる事，を話題に

しよう。

喉も目に負けず劣らず，潤っている必要がある。ペチヤクチャと大声で喋I〕

過ぎると，口角で，唾も泡立つのはＦＲＯＴＨ，喉も可笑しくなって，咳払い

するのは，喉を対象にＣＬＥＡＲであるが，しきりに乾咳をするのはＨＡＣＫ

である。鼻も，ある程度潤う必要があるが，通りを良くしようと，吹くのは

ＢＬＯＷ，軽くはＷＨＩＦＦあるいはＰＵＦＦである。

逆に，緊張のしすぎか，潤いすぎて，漣を垂らすのはＤＲＩＢＢＬＥで，更

に，目に対する涙同様に，口に対してＷＡＴＥＲも適用される。飲食物を飲み

込むＳＷＡＬＬＯＷは，言葉や感情に加え生唾も飲む。胃ＳＴＯＭＡＣＨも飲み

込む意を持つ。酒などをガブガブ飲むのはＱＵＡＦＥＴＯＰＥ，急いで咬まず

に飲込むのはＢＯＬＴである。

一方，押し込んでも飲み込めず，吐きそうになるのは猿轡の意も持つＯＡＧ

である。胃を対象にＴＵＲＮはムカつかす意を持つが，－度収まった物を，吐

き出すのは，ここではＰＵＫＥを挙げておこう。一般的に，逆流させるＲＥ

ＧＵＲＧＩＴＡＴＥも適用されるが，これは，嘆息や叩き声を立てることも含め

てＨＥＡＶＥが適用される説明になる。吐く事は別にして，嘆息やUI1lき声を出

させたり，涙や笑いを引き出すＦＥＴＣＨとは様子が異なるか。

《胸・腹》胸ＢＲＥＡＳＴは平泳ぎを連想させるが，立ち向かった上，jllI切

って進み，ゴールのテープを切る意を持つ。一方，胸部chestに鳥か蝶でも届

るかの如く，羽ばたきするＦＬＡＰが適用されると，ハラハラ，ソワソワする
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意で，心臓heartを示唆しているのであろうか。

それを連想させるＨＥＡＲＴＥＮは元気づけ，元気になる意を持つ程に，こ

の辺りに元気の住処があるということか。心は何処にあるのか，という古くて

新しい問題提起がなされる由縁であろう。そこで，これを対象にＢＲＥＡＫが

適用されると，文字通りではなく，むしろ，人の元気をなくさせる意である。

ＣＲＯＳＳならば；十字を切ることになる。

腹ＢＥＬＬＹは脹らむ意を持ち，飲食直後か，肥満を連想させる。ついでな

がら，太るのはＦＡＴＴＥＮ，痩せるのはＳＬＩＭ，ＳＬＥＮＤＥＲＩＺＥである。

そしてBELLYACIIEは，腹がキリキリ痛むＧＲＩＰＥと共に，ポヤク意を持

つ。脇腹sidesに対してＨＯＬＤ，ＳＨＡＫＥ，そしてＳＰＬＩＴ，ＢＵＲＳＴまで

もが適用されて，捌復絶倒する意となることをつけ加えておこう。

胃腸ＧＵＴは根性の意も持つが，貧り食う意でもある。元気を出すには，ま

ずは腹栫えから，と考えられるし，この辺りにも元気の住処があるのだろう

か。気力や体力を対象に，呼び集め並べるＳＵＭＭＯＮ，RALLY，ＭＡＲ

ＳＨＡＬが適用され，元気を奮い起こす意となるが〆何処に集めると言うのだ

ろうか(１２)。かと言って，腸bowelsにＭＯＶＥが適用されると，元気でなく

て，通じがつく意となる。

《肩・背・腰》肩SIIOULDERは，肩で押したり，物を背負う意を持つ。

ついでながら，荷を穂み，負わすのはＬＯＡＤ，ＬＡＤＥ更に，心の重荷を連想

させるＢＵＲＤＥＮである。また，屑を対象にＳＨＲＵＧは，あの’周知の，肩

を疎めるジャスチャーを思い起こさせ，ＳＩＮＫは既述した通り，元気のなさ

を示すことになる。

胸を張れば背筋が伸び，健康的であるが，一般的には前に屈むことが多い。

背中を丸めるのはＨＵＭＰで，ＨＵＮＣＨは肩にも適用され，ＳＬＯＵＣＨは肩

や首も対象となって，前屈みになる意を持つ。その意では，腰もかかわっての

ＳＴＯＯＰ更にＩＮＣＬＩＮＥをここに加えておこう。

腰は，立っても座っても要をなし，バランスを保つ('３１。ＢＡＬＡＮＣＥが適用

されるが，筋肉を協調させるＣＯＯＲＤＩＮＡＴＥを含む。ＤＲＯＰが適用される

と，ガックリ膝をつき，バッタリ倒れるＦＬＯＰまでも意味し，ＳＩＮＫなら，

ヘタヘタと腰を下ろし，深々と身を沈めるＳＵＢＳＩＤＥどま})である。寄り掛

かるＲＥＣＬＩＮＥは，ＬＯＵＮＧＥと共に横になる意も持つ。そして，大の字に

傭して，へたばるのはＦＬＡＴＴＥＮであるが，その際，寝返りを打つＲＯＬＬ，
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ＴＯＳＳも，腰の機能であることが分かる。

四肢

上肢は，胴体の両肩から腕，肘，手と伸びるが，少なくとも手首から先は，

衣服から露出している。下肢は，腰から股で分かれ，脚，膝，足へと伸びる。

共に関節が多く，周知の通りの動きをする。

《上肢》器用な手の複雑な動きも，広範に渡って，言ってみればＰＵＬＬ系

とＰＵＳＨ系とに分類・整理され得るが'M)，ここでは，むしろ，正に器用な手

元から見直そう。

指を対象にする時は，大凡が人指し指のこと，指さすのはＰＯＩＮＴで，IN

DICATEは手での場合もあるか。鍵状に曲げるのはＣＲＯＯＫ，中指を重ねる

のはCROSS，そして，両手の親指を突き重ね，回し合うのはＴＷＩＤＤＬＥ，

親指を鼻に付け，他の指を広げる様には，親指自身を意味するＴＨＵＭＢが適

用されるが，いずれも，その意図を汲み取れるだろうか。親指と小指を張った

長さを単位にして測るのはＳＰＡＮである。

肌が痒い時に，爪で掻くのはＳＣＲＡＴＣＨであるが，掻き集める意をも持

つ。耳や鼻を，ほじくるのはＰＩＣＫ，ついでながら，栓をするのはＰＬＵＧ

ＳＴＯＰＰＥＲ，詰めるのはＳＴＵＦＦであるが，どれも，突っ込むＳＴＩＣＫが

前提となる。指先からであろうが，ポケットなどに手を突っ込むＤＩＰも，汲

み出す意を持つ。ここでＰＩＣＫが適用されると，スリを働くことなる。

この様に見えない所を手探りするのはＦＥＥＬ，暗中模索するのはGROPE

で，ＦＵＭＢＬＥも加えられ得るが，むしろ，不器用に弄くり回すことを暗示，

ときに，視覚も関与するか。たとえ移動が伴なっても広範には及ばず，引っ掻

き回して捜すのはＲＵＭＭＡＧＥＳＣＲＡＢＢＬＥで，くまなく捜すＲＩＦＬＥ

につながり，更には，後述する「掻き集める」へとつながって行く。

触れるにしても，指先などでサッとはＳＷＥＥＰ，軽く叩くのはＤＡＢ，馴

れ馴れしく，手荒くはＰＡＷである。指ＦＩＮＧＥＲにも触れたり，弄くる意

がある。一般的にはＴＯＵＣＨが適用されるが，ピアノや道具ｑ機械，飲食物

や仕事，更には絵や文が対象となると，それなりの意となる。一方，巧みに扱

うのはＨＡＮＤＬＥで，ＭＡＮＩＰＵＬＡＴＥ，ＭＡＮＡＧＥ更にはＴＲＥＡＴも加

えられ得るが１５》。
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手ＨＡＮＤは器用にもかかわらず，大凡，掴んで渡す意を持つだけである

が，その手で，暇に任せて弄ぶのはＴＷＩＤＤＬＥ，おもちゃにするのはＴＯＹ，

いい加減にあしらうのはＴＲＩＦＬＥである。修理の為に，下手に弄〈I)回す

TINＫＥＲは良くあること，拳句には，部屋など取り散らかすＣＬＵＴＴＥＲ，

ごちやまぜにするＳＣＲＡＭＢＬＥＪＵＭＢＬＥにつながって行く。

掌ＰＡＬＭが，その形質から，撫でたり，握ったり，隠す意を持つことは理

解できる。小さければ指先でも可能であるが，紙などを丸めるのはＷＡＤで

ある。両掌を合わせて，叩く，擦る，は別にして，碗状にして，片手でも可能

であるが，頬杖を突く，あるいは水などを掬うのはＣＵＰである。自分の他方

の手あるいは他の人の手を，ギュッと握り，操み手をするのはＷＲＩＮＧで，

その真情は伝わるか。手を繋ぐのはＬＩＮＫ，繋ぎ方によってはＬＯＣＫが適用

されるが，腕なども絡み得るだろう。

しっかり握るＣＬＥＮＣＨも，空を握れば握り拳を作ることになる。それを

人前で鰯し，意図を込めて振るのはＳＨＡＫＥである。そして殴るのは，それ

も強くは，ここではＳＯＣＫを挙げておこう。雨・縦と降らせるのはＨＡＩＬ

である。どの道，手段が明確でなくなるが，強く打つＳＭＩＴＥ，打ちのめす

ＢＵＦＦＥＴ，打ち負かすＴＲＯＵＮＣＥも挙げておこう。

これらの為には肘関節を伸ばさざるを得ないが，ボクシングやフェンシング

で突くのはＬＵＮＧＥである。手に何か持って差し出すのはＰＲＯＦＦＥＲ，腕

だけでなく身体の一部を差し出すのはＧＩＶＥである。ついでながら，全身を

も対象にして，投げ出すのはＴＨＲＯＷである。腕ＡＲＭは武装する意を持つ

が，両腕でならば，愛の抱擁も可能である。その際，相手がサッと身を交わせ

ば，自分で腕を組む，あるいは手を組むことにはならないか。どれもＦＯＬＤ

が適用されるが，ついでながら，腕や足を組むことには，組み方によっては

ＣＲＯＳＳも適用され得る。

《下肢》脚ＬＥＧは急いで歩いたり，走る意を持つ。足の指toesを対象に

ＳＴＥＰ，ＴＲＥＡＤが適用されると，人の足を踏んで怒らせることになるが，

共に，歩く意を持つ。前者は，この様に踏みつける意も持つが，片足を一歩出

すことを強調，後者は，それを踏みつけることを強調，そして，いくつかの類

似表現がある'１`１．ここでは，それぞれをＳＴＥＰ系，ＴＲＥＡＤ系と呼び，大

胆に，押せる所まで押してみよう。

大股で威張って歩いたり，コッソリ近寄るＳＴＡＬＫは，ＳＴＥＰ系の代表，
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そこで，威張って気取って歩くＰＲＡＮＣＥ，見せびらかして歩くＰＡＲＡＤＥ

が仲間となり，対極的に，歩調を乱さずシズシズと歩くＳＷＥＥＰ，気取って

小股で歩くＭＩＮＣＥも加えられ得る。そして，見栄を張I)，威張るＳＷＡＮＫ

へとつながって行かないだろうか。

一方，コッソリ近寄ることは，相手力鋤けば追跡することにもなり，一般的

にはＦＯＬＬＯＷが適用されることか。踵ＨＥＥＬは，すぐ後に付いて行く意

を持ち，同様に，ＴＡＩＬもここに加えられ得る。付き纏うことにもなり，追

い回すＣＨＩＶＶＹ，そして，特に偉い人を対象にＤＡＮＧＬＥも加えられ得る。

爪先ＴＩＰＴＯＥは，足音を忍ばせて歩く意で，踵との対立で，敢えて，ここに

記しておこう。

コッソリ気付かれない様にということでは，密かに見張るＳＰＹに，覗き回

るＰＲＹを加え，コソコソ覗き回るＳＮＯＯＰが挙げられる。コソコソ漁り回

るＰＲＯＷＬに，そして筬早，コソコソではないだろう，くまなく捜し回る

ＣＯＭＢ，くまなく漁り回るＳＣＯＵＲ，特に食料に関してならＦＯＲＡＧＥが

加えられ得る。掻き集めるのは(１７１，くすねる意も持つＳＣＲＯＵＮＧＥで，襲

撃までも暗示しつつ荒し回るＭＡＲＡＵＤ，そして，略奪する意を持つＲＡＮ

ＳＡＣＫにつながって行かないだろうか。

また，「気付かれない様」には，逃げることにも結びつきＳＫＵＬＫが挙げ

られる。更に，それは素早いことを暗示，素早く逃げるのは，掛け出す意も持

つＳＣＯＯＴ，走り回る意も持つＳＣＡＭＰＥＲである。そして，行方を晦ます

のはＡＢＳＣＯＮＤである。ついでながら，サッと動くＷＨＩＳＫも目の前から

は，急に去る意となるが，サッと疾走するのはＳＣＵＤ，ＳＰＥＥＤで，突進す

るのはＲＵＳＨ，一直線にはＲＯＣＫＥＴである。

一方，ＴＲＥＡＤ系は，その踏みつける音から，対極をなす，ドスンドスン

と歩くＰＯＵＮＤと，ソッと踏み固め歩くＰＡＤを挙げておこう。そして，コ

ソコソとか，コッソリとは大違い，セッセと励むＰＬＹ，精出すＳＬＯＧ，骨

を折ってのＦＡＧが加わり，ＰＬＯＷ，ＰＬＵＧもコツコツ遣ることで仲間，ア

クセクすることも暗示するＴＯＩＬ，ＤＲＵＤＧＥにつながるか。

具体的には，水の中を歩いて渡るＷＡＤＥに，泥水を掻ねかしながら歩く

ＳＬＯＳＨ，更には，逆らって進むＳＴＥＭが挙げられる。その動きを話題にす

ればジリジリ進むＩＮＣＨ，それも斜めにはＥＤＧＥ，ノロノｐぎこちなく

は，艀の意も持つＢＡＲＧＥである。尋常ならざる動きも含まれ，ここでは，
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ためらいながらのＨＡＬＴを挙げておこう。よろめきながらはＬＵＲＣＨ，そ

れも，ときに足を引き摺ってならＳＨＡＭＢＬＥ，そのことでノロノロ進むの

はＤＲＡＧである。

そして，塞ぎ込んで歩くＭＯＰＥ，ポンヤリ眺めながらのＭＯＯＮ，ブラプ

ラと，散歩を暗示するＳＡＵＮＴＥＲが加わり得る。唯々，ほつつき歩くのは

ＴＲＡＩＰＳＥ，それでも楽しみを求めてはＧＡＤで，特に，異性とならＧＡＬ

ＬＩＶＡＮＴである。一方，ＰＥＲＡＭＢＵＬＡＴＥは，ゆっくり巡察する意を持

ち，巡回するのはＰＡＴＲＯＬ，偵察するのはＳＣＯＵＴであるが，ＣＲＵＩＳＥ

には，更に，唯々，漫遊する意がある。

まとめ

身体は動く様に出来ていて，動かせるのは良いけれど，特に手足は，その分

だけ余計な損傷を受ける１１６１．骨折や脱臼は別としても，挫くことはある。捻

挫するのはＳＰＲＡＩＮで，その原因を説明することにもなり得るＴＷＩＳＴ，

ＷＲＥＮＣＨも適用されるが，筋を連える程度のこともある。筋を伸ばすのは

ＰＵＬＬで，違えるＣＲＩＣＫは，煙殿する意も持つ。ＳＴＲＡＩＮも，ここに加

えられ得るが，元来，筋肉などを緊張させることであり，極度の酷使を暗示，

目などを痛める意も持つ。

痛みが走るのはＳＨＯＯＴであるが，打撲で癒を作るのはＢＲＵＩＳＥ，傷つ

けるのはＷＯＵＮＤ，擦り剥くのは，ここではＳＫＩＮだけを挙げておこう。火

傷するのは，熱湯などでならＳＣＡＬＤ，その他でならＢＵＲＮで，後者は，上

リヒリ痛み，火照る意も持つ。一方，寒さなどで脚が切れるのはＣＨＡＰであ

る。そして，何故|こか，発疹を生じさせるのはＥＲＵＰＴである。

手足が腫れるのはＳＷＥＬＬ，水ｿ位などが脹れ上がるのはＲＩＳＥ，水脹れや

火l脹れになったり，豆を作るのはＢＬｌＳＴＥＲである。炎症で腫れ上がるのは

ＩＮＦＬＡＭＥ，出来物などが化膿してならＧＡＴＨＥＲである。そして出血する

のはＢＬＥＥＤ，ついでながら，lLIIlするのはＳＴＡＮＣＨ，傷口が痂になるの

はＳＣＡＢ，傷が治って跡が残るのはＳＣＡＲである。

健康そうに小麦色に日焼けするのはＴＡＮであるが，炎症を起こし，上リヒ

リする程であれば，やはり（ＳＵＮ）ＢＵＲＮである。その結果，蛇の様に脱皮

するのはＳＨＥＤであるが，その時，きれいになっても，後々，シミや雀斑を
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生じさせることになるらしい。ＦＲＥＣＫＬＥが適用される。

ついでながら，身体を鍛えることには，鋼などを強化すべ〈焼き入れ，焼き

戻しをするＴＥＭＰＥＲ，ＡＮＮＥＡＬが適用されるが，文字通りに，ニュアン

スの異なるＴＯＵＧＨＥＮ，ＳＴＲＥＮＧＴＩＩＥＮ，ＨＡＲＤＥＮ更にはＦＯＲＴＩＦＹ

も加えられ得る。これらが肉体だけでなく精ﾈ''1を鍛える意を持つことは言うま

でもない。

《注》

声の表情に関しては「音を述想させる英語milili1群の意味分析」のｒ人111Ｉ的』の

《言語》も見られたい。

耳に関してのまとまった言及は，本稿ではない。

遅ればせながら，避本的なことはｒはじめに」記した「ＫＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに」
を見られたい。

喜怒哀楽にllllする動詞群の実例はｒはじめに』’二記した「五感他の」のｒ感覚』
の《喜怒哀楽》を見られたい。梢神的変化を生じさせる意の他動詞群を良く検討

してみた結果が，分散・拡大版「桁神的変化だけでなく」である。

その他の「手入れ」に閲しても，他の意味場に属すること，本稿を通じて，なる
べく触れない様にした。

『はじめに」記した「ＬＯＯＫとＳＥＥを」を見られたい。

これ以降の顔の表情に関して，避本的なことは「はじめに』記した「瓶感他の」
の「表情」を見られたい。

泣き笑いにBUしては『はじめに」記したｒＳＰＥＡＫとＴＡＬＫを」のｒ前言語」
の《CRY・ＬＡＵＧＨ》と『まとめ』を見られたい。

基本的なことはｒはじめに」腿した「ＳＰＥＡＫとＴＡＬＫを」と本稿の注(】）も見
られたい。

飲食は「はじめに』記した「口・手・足から」の「口』を，賞味は「五感他の」
の「感覚」を見られたい。

『はじめに』記した日本語の;lmll8の説|川と比較されたい。

日本語では，鵬下丹111が元気の集まる所と言われている。

平衡感覚は，ときに，鱗五感虻とも言われ，感蝿器は内耳にある。

｢はじめに」記した「口・手・足から」のｒ手」と「IMIかすこと及び物理的変化

を」を見られたい。
『はじめに」記したｒＤＯ仁誘ﾘ|される」を見られたい。

rはじめに』記した「口・手・足から」の「足』の《移行》と「動くことを」の
｢移動』の《ＷＡＬＫ・ＴＲＥＡＤ・ＳＴＥＰ》を見られたい。

本稿の（上肢》で既述した通り，ＰＩＣＫの拡大版と言っても良いか。

｢はじめに』記した「動かすこと及び物理的変化を」の「物理的変化』と「好意

的及び非好意的だけでない」の「肉体表ﾖﾘＡＩの《敵意〉を見られたい。
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